
文化庁　令和５年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

主催　群馬県・群馬県立女子大学地域日本語教育センター

令和５年度令和５年度 日本語
ボランティア

スキルアップ研修

 〈お問い合わせ〉
　〒370-1193　群馬県佐波郡玉村町上之手1395－1
　群馬県立女子大学事務局　連携推進係
　ＴＥＬ：0270－65－8511　　E-mail：nihongo@mail .gpwu.ac.jp

オンライン（Zoom）

無料

日本語ボランティア活動をしている方

次のいずれかの方法でお申し込みください。
なお、第１回のみ、あるいは、第２回のみの参加も可能です。

①インターネット
　大学ホームページまたは右の二次元コードからフォームにアクセスし、参加者登録を
　行ってください。
②メール
　「氏名」「電話番号」「所属組織（国際交流協会、NPOなど／個人活動を含む）」
　「活動場所（日本語教室の名前／自宅など）」を下記のメールアドレス宛にお送りください。
E-mail：nihongo@mail.gpwu.ac.jp

大学ホームページ

申し込みフォーム

実施方法

参 加 費

対 象

申込方法

【テーマ】教えない教え方について

第２回 １０月２６日（木）
１０：００～１２：００

【テーマ】学習者がもっと話したくなる・質問
したくなる活動とは？
－楽しさと学びをつなげる仕掛けを考える－

第１回 ９月２８日（木）
１３：００～１５：００

【概　要】地域日本語教室において学習者と支援者が相互

理解を深めるためには、どうすればよいでしょ

うか。ともに地域社会で暮らす者として「もっ

と知りたい・伝えたい・共有したい」という気

持ちをどのように活動・コミュニケーションに

活かすのか、参加者に体験してもらいながら意

見交換します。また、楽しさから学びにつなげ

るための仕掛け・工夫についても考えます。

【講　師】群馬県立女子大学　准教授　國澤　里美

【概　要】日本語学習支援をする際、ついついことばの意
味について説明したくなってしまうけれど、な
かなかうまく伝えられなかったことはありませ
んか。特に初級の学習者にはことばの意味の説
明を理解するための日本語力が備わっていない
ので、余計混乱させてしまったりすることもあ
ると思います。
この研修では、“あえて教えない”をテーマに、
学習者がことばのルールを見つけて帰納的に学
べるようにしていくための方法について考えま
す。日頃の活動についてのお悩み相談の時間も
設けますのでぜひご参加ください。

【講　師】関東学院大学　准教授　楊　廷延


